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つが提案している、シミュレーション理論を紹介しよう(Svensson, Linblom & Ziemke, 2007)。 
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ことのような、運動像に密接に関係するいくつかの現象において、再活性化される、とい




ことを発見した（レヴューは Guillot & Collet(2005)を参照）(jennerod & Frak, 1999, 









2001, Ranganathan et al. 2004, Yue & Cole, 1992)。 
 さらに、活動している脳の部位を示すために、局所脳血流を使って運動像を調べるとい





行為の計画に第一次的に関連づけられた構造も含む、ということだった(Grezes & Decety, 
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